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論文内 容の要 1::. 田
ニッケノレとパラジクムを触媒として，プロピレンと重水 (D20) および重水素 (D2 ) との重水素交
換反応について研究した。














離の 2 つの機作を経るものと推定される D
- 71 ー
論文の審査結果の要旨






第一部では Ni 触媒による重水との交換反応 (A) を研究した。
C3H6 +xD20一一歩C3H6-xDx 十xHDO (A) 
これにより，置換は遂次的に行なわれること以外に， C-H の結合エネノレギーの大いさから予期さ






CH3CD=CH2 が Ni 触媒では約 58% で， dl 置換体の大半を占めること，これに対しアノレミナ担体
を用いると，これは 30% となり，むしろ CH2DCH=CH2 (45~ぢ)より少なくなることを認めた口




C3H6+ (y-1)D2-→C3Hs -yDy十 (y-2)HD (B) 





C3H6十日2-→C3H6(ads) + 2H (ads) ~ 
E 
CSH7 (ads) + H(ads)一一~C3H7(ads)一→C3Hs







る。しかし定性的には IR 法及び NMR 法により，弘中嬢が予測していたことである。しかも本研究
によれ長期間未解決のオレプィンの水素化反応の機作に対する重要な知見，またエッケノレとパラジ
クムの触媒活性の明確な差を発見した功績を考えると，本論文は理学博士学位論文として充分な価値
があると信ずる c
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